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【スライド 1】 

セメント協会では、2020 年 3 月 26 日に「脱炭素社会
を目指すセメント産業の⾧期ビジョン」を策定し、その
実現に向けた取り組みを始めております。 
上述の公表された資料の詳細は、以下を参照ください。 
www.jcassoc.or.jp/cement/4pdf/200326_01.pdf 

 
 
 
 
 

 
【スライド 5】 

 CO2 を短期間で強制的に固定させる技術として、生
コンへ CO2 を固定させるカーボンキュア 
(https://www.atpress.ne.jp/news/250082)やプレ
キャストコンクリートへ CO2 を固定させる CO2-
SUICOM(スイコム)」(https://www.energia.co.jp 
/assets/press/2014/p140801-1a_3.pdf) が 実 用 化
されています。 

また、廃コンクリートなど産業廃棄物中のカルシウム
等を抽出し、これと CO2 を反応させ、人工炭酸カルシ
ウムを生成させる技術等も検討されています。これら
の技術はグリーン成⾧戦略として取り組まれてい 
ます。(https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5 
101332.html )  

 
【スライド 6】 

 
2021 年 8 月 9 日公表された気候変動に関する政府

間パネル第６次評価報告書において、コンクリート構
造物への CO2 取り込み(炭酸化による CO2 吸収)量はセ
メント生産の年間総脱炭酸量の約半分を相殺すること
が記載されており、初めて、コンクリートの CO2 吸収
量の効果が示されています。 
上述の公表された資料の詳細は、以下を参照ください。
https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1 
/#FullReport 
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【スライド 7】 

 炭酸化は空気中と接するコンクリート表面から進
行します。またその進行は、使用するセメント種類や
コンクリートの圧縮強度により異なります。さらにコ
ンクリート構造物の種類により、空気中と接する表面
積も異なります。コンクリートの CO2 固定量を算定
するには、炭酸化されたコンクリートの体積が必要に
なります。従って我が国にストックされているコンク
リート構造物の種類、量、強度レベル等のデータが必
要になります。このため算定モデルおよび必要なデー
タ等を海外および国内の文献等で収集していく必要が
あります。 

 
 
【参考資料 スライド 10 上段】 

ス ウ ェ ー デ ン 環 境 研 究 所 (IVL Swedish 
Environmental Research Institute)はセメントを
含有する構造物および製品における CO2 吸収量の簡
易モデルを提案しています。 
このモデルでは、年間の CO2 吸収量は、石灰石脱炭
酸起源の CO2 量×CO2 の吸収係数で算出できます。
CO2 の吸収係数は、それぞれコンクリート構造物の供
用時で 20％、解体・破棄時で 2％、再利用時で 1％
となります(合計で 23％)。 
上述の公表された資料の詳細は、以下を参照ください。 
https://www.ivl.se/download 

/18.694ca0617a1de98f4729cf 
/1628413707637/FULLTEXT01.pdf 

 
【参考資料 スライド 10 下段】 

2001 年に設立されたグローバルカーボンプロジェ 
クトにおいて地球規模の炭素循環について検討され 
ています。 

2020 年の報告書では、「Cement carbonation sink」 
として炭酸化による CO2 吸収量が示されており、この 
値は、2019 年におけるセメント製造プロセス CO2 排 
出量の 50％に相当することが示されています。上述 
の公表された資料(PDF 版)の詳細は以下を参照くだ 
さい。 

                      https://www.globalcarbonproject.org/ 
carbonbudget/20/presentation.htm 
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【参考資料 スライド 11】 
 

この研究では各種データに基づくセメント生産、そ
のセメントを使用したコンクリートのライフサイクル
における LCA に沿った CO2 排出量の収支を試算して
います。 

この図は 2014 年におけるセメント製造から、その
セメントを使用したコンクリートのライフサイクルに
おける CO2 量の収支を示したものです。 

ライフサイクルにおける CO2吸収量(図の緑部分)は
0.615Gt となり、セメント製造プロセスの CO2 排出量
(2.995×0.584≒1.75Gt)の約 35％程度となることが 
示されています。上述の公表された資料の詳細は、以 
下を参照ください。 
https://www.nature.com/articles/s41467-020-  
17583-w.pdf 




